
三陸から全国・世界へ発信！社会で力強く学び社会をつなぐ人材を育成

宮城県気仙沼高等学校

Kesennuma High School

～私たちの志と地域貢献活動２０２2～

社会貢献への志

●募金活動への取り組み
気仙沼高校では，社会福祉部や社会福祉委員会を中心に募金活動を行っています。

社会福祉部では，今年度の文化祭で各家庭から不要な物品を提供してもらい，チャリ
ティーバザーを行いました。バザーは大盛況で，売り上げは静岡県熱海市伊豆山土砂
災害への義援金として全額寄付しました。
東日本大震災直後は全国各地から多くの支援をいただき，今もなお様々な支援や交

流があります。これまでにいただいた多くの支援を忘れず，全国各地の困っている人
たちに向けて支援活動をしていきます。

地域について知る・探る・考える ～地域社会研究での取り組み～

●地域社会研究とは
１学年全員が履修している科目で，気仙沼の特色
や課題を知り，探り，課題に対する解決策をグルー
プで研究します。今年度はフィールドワークアドバ
イザーの方々との連携を強め，フィールドワーク先
の紹介などの様々な点でお世話になりました。

●今年度の取り組み
５月 地域理解講座 …①
６月 防災講演会 …②
８月 グループ，研究テーマ決定

探究プロセスワークシート作成
１０月 フィールドワーク１ …③
１１月 中間発表会 …④
１２月 フィールドワーク２ …⑤
１月 学年発表会

地域貢献への志

●「花のみち４５」植栽活動
気仙沼市では，国道４５号気仙沼バイパスを「花のみち４５」

と呼び，道路沿いに花壇を配置し，運転者の目を楽しませてい
ます。６月４日（土）に行われた植栽活動には多くの生徒と先生
方が参加し，地域の環境美化に貢献しました。

●秋季防災訓練
１１月４日（金）に避難所開設を想定した秋季防災訓練が行

われました。生活防災委員を中心に，各種委員会が避難誘導班，
消火班などの班に分かれて活動し，生徒ひとりひとりが各々
の役割を全うすることができました。自らの命を守るだけでは
なく，避難してきた地域の人々のためにも貢献していきます。

ペチュニアの苗を１つ１つ
丁寧に植えました。

消防署員の方にも来ていただき，
避難訓練を行いました！

植え終わったら１つ１つに水やり。
奥に見えているのが国道４５号線です。

④

「防災」と「減災」の違いに
ついて，熱心にメモをとりな
がら講演を聞いています。

気仙沼商工会議所の方から観光面での取り組みや市内の観光資
源についてお話をいただきました。

研究テーマと今後の研究方針
について発表しました。

うつみ菓子点の方のお話から，
お菓子の魅力を発信するための
ヒントを得ることができました。

気仙沼ツーリズムでは，気
仙沼の観光について学びま
した。

全部で２００点以上もの日用
品が集まりました！

避難者の状態に応じて適切な対応
ができるよう訓練しました。
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